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３
月
２
日
、
春
が
来
た
よ
う
な

暖
か
い
陽
ざ
し
の
中
「
ま
ち
な
か

雛
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
華
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
辺
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
、
懐

か
し
い
風
情
の
山
辺
ち
ん
ど
ん

屋
、
そ
し
て
山
辺
の
女
性
有
志
手

づ
く
り
の
衣
装
を
着
た
可
愛
い
子

ど
も
人
間
雛
た
ち
の
登
場
や
、
や

ま
の
べ
少
年
少
女
合
唱
団
の
手
話

を
交
え
た
合
唱
に
は
、
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

活
躍
で
き
る
場
所
、
主
役
と
な
る

行
事
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
心

に
ふ
る
さ
と
の
良
き
思
い
出
と
し

て
残
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
新
た
な
旅
立
ち
、
門
出
の
春

を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

が
眩
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　「
議
会
だ
よ
り
」
も
今
号
が
平

成
最
後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
わ
か
り
や
す
く
、
読
み

や
す
い
紙
面
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
感
想

を
ぜ
ひ
お
近
く
の
議
員
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
５
月
よ
り
新
し
い
元
号
の
も

と
、
明
る
い
世
の
中
に
な
る
こ

と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

遠
藤 

真
由
美 

記 

まちづくりは、ちょっとしたアイデアから生まれます！

日時：６月１日㈯ 夜７時～
会場：中央公民館（２Ｆ和室）

　山辺町の未来について、あなたの思いやアイデアを気軽に話して
みませんか。

第９回 議会報告会開催のお知らせ

未 来を話す会未 来を話す会

ま
ぶ

2

8

4

16

４
104
9

３月定例会　平成 31 年度の主な重点事業

予算特別委員会 Q&A

町政のここはどうする？ 一般質問

新しい町への挑戦　議会活動報告

写真／雛ミュージアム オープニングイベント
（関連記事 18ページ）
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3　月

３/１～３/13

なお厳しい予算
一般会計予算
　53億172万円
前年比　１億4760万円

2.9％の増

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
１
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
７
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
31
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
に
つ
い
て
予
算
の
基
本
的
な
方
針
と
概
要
の
説
明

を
受
け
、
直
ち
に
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
最
終
日
に
特
別
委
員
長
の
報
告
に
よ
り
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
教
育
委
員
任
命
の
同
意
や
条
例
の
改
正
、
補
正
予
算
並
び
に
玉
虫
沼
農
村

公
園
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
全
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

平成31年度予算総額 91億3392万円

予
算
特
別
委
員
長
報
告

　
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

行
財
政
の
な
お
一
層
の
立
て
直
し
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。
特
に
次
の
こ
と

に
対
し
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

〇
増
え
続
け
る
空
き
家
対
策
の
積
極

的
な
推
進

〇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
防
災
活
動

の
推
進

〇
移
住
定
住
希
望
者
へ
の
情
報
提
供

と
適
切
な
支
援

〇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

就
労
の
場
の
確
保

〇
滞
納
な
ど
収
納
対
策
の
促
進

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
有
効
な
利

用
拡
大

〇
入
浴
者
減
対
策
と
し
て
山
辺
温
泉

の
利
用
時
間
な
ど
の
拡
大

〇
婚
活
支
援
に
町
独
自
の
事
業
の
強

化
〇
隣
接
市
町
斎
場
の
便
宜
利
用

〇
イ
ノ
シ
シ
の
一
斉
駆
除
の
強
化

〇
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進

〇
公
民
館
の
地
域
運
営
委
託
の
充
実

推
進

町中央公園および
体育施設指定管理委託費

2700万円
スポーツ拠点施設を企業に委託
（プール施設運営期間を除く）

子どもたちの笑顔のために

既存の１台を更新

会　計　名 平成31年度予算額 平成30年度予算額 前年度比
一般会計 　 53 億　172 万円  51 億 5411 万円 2.9
国民健康保険特別会計   14 億 9030 万円  14 億 6099 万円 2.0
簡易水道等特別会計 　　　 3376 万円 　　　2390 万円 41.3
公共下水道事業特別会計 　　5 億　315 万円 　5 億　851 万円 △ 1.1
介護保険特別会計   16 億 4685 万円 15 億 7019 万円 4.9
後期高齢者医療特別会計 　 1 億 5811 万円 　1 億 5523 万円 1.9

計 　91 億 3392 万円 88 億 7295 万円 2.9

平成31年度　会計別予算明細

平成31年度予算額 平成30年度予算額 前年度比
人件費（職員給与など） 　　1,038,792 　　1,001,639 3.7
扶助費（介護給付費など） 　　　646,773 　　　643,227 　　　0.6
公債費（借金の返済など） 　　　679,078 　　　703,997 △ 3.5

義務的経費（平成30年度比較）
（単位：千円、％）

　法令などで義務付けられ、任意に縮減できない性質の義務的経費が増え続けており、
平成 31 年度も厳しい財政状況などにより、平成 30 年度に引き続き一般職の給与を削減
するなど歳入歳出とも精査、検証をしながら徹底した事業の見直しが図られました。

可
決

認定こども園施設整備事業

２億2729万円

やまのべコミュニティバス
車両購入費

583万円

将来の町の担い手、　子育て支援事業の充実

今年度の
主な

重点事業
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第
１
分
科
会

A
第
一
段
と
し
て
交

通
災
害
共
済
の
加

入
を
、
役
場
や
支
所
へ

個
人
で
申
し
込
む
こ
と

と
し
、
負
担
を
減
ら
し

て
い
く
。（
政
策
推
進
課
）

Q
部
活
動
指
導
員
補

助
金
の
内
容
は
。

A
働
き
方
改
革
の
一

環
で
、
教
職
員
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
、
県

に
指
導
員
の
配
置
の
申
請

を
し
て
い
る
。（
教
育
課
）

Q
山
辺
中
学
校
の
設

計
時
に
想
定
さ
れ

た
光
熱
水
費
と
、
現
状

の
金
額
を
照
ら
し
合
わ

せ
て
ど
う
な
の
か
。

A
今
後
確
認
し
て
い

く
。�

（
教
育
課
）

第
２
分
科
会

Q
火
葬
場
の
予
約
状

況
は
。
広
域
的
に

考
え
る
時
期
で
は
な
い
か
。

A
予
約
が
重
な
る
こ

と
も
あ
り
、
今
後

は
広
域
的
な
視
野
で
検
討

し
て
い
く
。

�

（
町
民
生
活
課
）

Q
半
郷
の
清
掃
工
場

解
体
予
定
は
い
つ

か
。A

平
成
31
年
度
よ
り

解
体
予
定
で
あ
る
。

�

（
町
民
生
活
課
）

Q
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
利
用
状
況
と

今
後
の
推
進
は
。

A
現
在
の
利
用
者
は

19
名
で
あ
る
。
さ

ら
に
民
生
委
員
と
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携

に
よ
り
普
及
に
努
め
る
。

�

（
保
健
福
祉
課
）

Q
結
婚
し
て
も
、子

ど
も
が
出
来
ず
悩

ん
で
い
る
方
の
相
談
窓

口
は
。A

保
健
福
祉
課
保
健

指
導
係
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
る
。
不
妊

治
療
の
助
成
申
請
は
平

成
30
年
度
は
３
件
で
、
男

性
も
同
じ
く
対
象
と
し

て
い
る
。（
保
健
福
祉
課
）

Q
三
森
山
放
牧
場
の

今
後
の
管
理
計
画

は
。

A
山
形
森
林
管
理
署

と
協
議
中
で
あ
る

が
、
返
還
の
場
合
は
、
原

状
復
旧
後
と
な
る
。

（
産
業
課
）

Q
芦
沢
町
営
ア
パ
ー

ト
の
今
後
は
。

A
現
在
は
、
７
世
帯

の
入
居
が
あ
る
が
、

老
朽
化
に
よ
り
募
集
し

総
務
課
・
防
災
対
策
課
・
政
策
推
進
課
・
税
務
課

会
計
課
・
教
育
委
員
会
教
育
課
・
議
会
事
務
局

町
民
生
活
課
・
保
健
福
祉
課
・
産
業
課

建
設
課
・
農
業
委
員
会

Q
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

が
約
20
％
ほ
ど

減
っ
て
い
る
が
、
ゴ
ル
フ

人
口
が
減
っ
て
い
る
の
か
。

A
県
で
は
右
肩
下
が

り
の
見
通
し
で
あ

る
。�
（
総
務
課
）

Q
役
場
東
側
の
公
有

地
公
売
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A
購
入
時
の
利
用
目

的
が
あ
る
の
で
、

今
後
の
利
用
法
を
考
え

て
い
く
。�

（
総
務
課
）

Q
行
革
の
推
進
に

伴
っ
て
、
年
々
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
委
託
が
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
本
庁
舎
管

理
に
つ
い
て
の
就
労
状

況
は
ど
う
か
。

　平成 31 年度予算案審議に対し、議長を除く全議員で予算
特別委員会（委員長 武田啓一郎、副委員長 神保稔）を３月
１日に設置しました。第１、第２分科会で４日間の審議を行
い、３月 13 日に委員長から総括の報告を受け、本会議にお
いて全会一致で採択されました。

取り付けられた浸水深電柱標記（近江４丁目児童遊園）今年は暖冬により雪が少なかったが…

総務文教厚生産業

予算特別委員会 Q&A
限られた予算を有効に… チェック

耐用年数により老朽化が懸念される芦沢町営アパート 中学校部活動の様子

A
町
の
行
革
の
一
つ

と
し
て
、
庁
舎
清

掃
は
週
５
か
ら
週
３
に

減
。
高
齢
者
の
就
労
確

保
は
今
後
も
考
え
て
い

く
。�

（
総
務
課
）

Q
近
江
・
三
河
尻
地

域
の
電
柱
に
、
洪

水
・
内
水
の
浸
水
深
の

情
報
を
記
し
た
「
ま
る

ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」（
国
土
交
通

省
）
を
取
り
付
け
る
が
、

大
門
地
域
に
は
取
り
付

け
な
い
の
か
。

A
国
の
モ
デ
ル
事
業

で
両
地
区
の
自
主

防
災
組
織
な
ど
と
協
力

し
て
掲
示
板
を
設
置
す

る
も
の
で
、
今
後
は
他

地
区
の
自
主
防
災
組
織

に
も
協
力
な
ど
を
依
頼

す
る
。�

（
防
災
対
策
課
）

Q
地
区
委
員
の
負
担

軽
減
策
と
は

て
い
な
い
。�

（
建
設
課
）

Q
除
排
雪
の
状
況
は
。

A
昨
年
度
は
当
初
想

定
し
た
よ
り
積
雪

量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

補
償
料
の
支
払
い
が
生
ず

る
こ
と
に
な
る
。

�

（
建
設
課
）
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新 規 ＆ 継 続 事 業
平成 31年度

△

やまのべコミュニティバス
� 車両購入
10 年を経過した１台を更新

583万円

子育て環境の充実を目指して

△

認定こども園の施設整備

２億2729万円

議 案 審 議
町を良くするために！もっと

特
別
職
と
一
般
職
員
給
与
の
一
部
改
正

　

厳
し
い
財
政
状
況
及
び
社
会
経
済
情
勢
な

ど
を
考
慮
し
、給
与
が
減
額
さ
れ
ま
す
。（
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日

ま
で
に
限
る
）

町
長　
　

→　

30
％

副
町
長　

→　

10
％

教
育
長　

→　

８
％

一
般
職

課
長
級　

→　

４
・
５
％

課
長
補
佐
級
か
ら
係
長
級　

→
４
％

主
査
級
か
ら
主
事
級　
　
　

→
２
％

一
般
職
員
の
給
与
の
一
部
改
正

　

人
事
院
及
び
山
形
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
よ
り
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

町
立
小
中
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

大
寺
小
学
校
が
平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り

山
辺
小
学
校
に
編
入
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
し
ま
す
。

町
民
農
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正 

　

町
民
農
園
の
使
用
料
を
「
年
額
100
円
／

㎡
」
か
ら
「
年
額
110
円
／
㎡
」
に
見
直
す
た

め
、
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

　
　
　
人
事
に
つ
い
て

教
育
委
員
任
命
の
同
意

新
委
員
と
し
て
鏡
京
子
氏
（
近
江
４
）
の

任
命
に
同
意

最
上
川
水
道
企
業
団
議
会
議
員
の
選
挙

鍋
倉
竹
志
、
武
田
啓
一
郎
、
渡
邉
裕
二
の

３
氏
を
再
選

条
　
例
　
改
　
正

８
７
０
万
円
を
増
額
し
、

�

総
額
54
億
７
８
７
１
万
円
に

主
な
補
正
予
算
の
内
容

財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
億
１
０
０
０
万
円
の
増

本
庁
舎
管
理
事
業

３
８
１
万
円
の
減

公
用
車
維
持
管
理
事
業

２
０
０
万
円
の
減

ふ
る
さ
と
応
援
事
業

１
６
４
６
万
円
の
増

国
保
特
別
会
計
繰
出
事
業

１
６
９
３
万
円
の
減

障
が
い
者
総
合
支
援
事
業２

８
０
万
円
の
増

障
が
い
児
通
所
支
援
事
業２

４
０
万
円
の
増

担
い
手
育
成
支
援
事
業

２
６
５
万
円
の
減

住
宅
建
設
等
支
援
事
業

３
４
８
万
円
の
減

平
成
30
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

会計名 予算増減 総額

国民健康保険特別会計
事業実績見込みにより

1120 万円減額
14億 8283 万円

公共下水道事業特別会計
事業実績見込みにより

歳入歳出の調整
５億 471 万円

介護保険特別会計
事業実績見込みにより

316 万円増額
16億 112 万円

後期高齢者医療特別会計
事業実績見込みにより

55万円減額
1億 6925 万円

特別会計補正予算

活用されたい町民農園（根際地内）

△

有害鳥獣駆除活動者拡大支援事業

121万円

農作物への被害防止と対策実施
隊への活動支援

△

子育て支援医療費の給付
中学３年生までの医療費を無料化

6194万円

△

町中央公園および体育施設
� 指定管理委託
株式会社パスラボを指定管理者に

2700万円

△

障がい児通所給付事業
一人ひとりの充実した生活を育む

4150万円

△

子育て世帯・低所得者向け
　プレミアム付き商品券事業
消費税率引き上げの影響緩和と
町内の消費を喚起する

587万円

△

安達峰一郎博士顕彰会 
� 生誕 150周年記念事業
博士の功績をたたえる

70万円
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狐一巡り街道滝の平付近から山形市を望む

質問

こ
れ
ま
で
、
観
光

振
興
計
画
を
つ

く
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

答弁

農
業
や
製
造
業
な

ど
が
町
の
主
要
産

業
と
し
て
、
町
産
業
の
発

展
を
牽
引
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、
観
光
振
興
計
画
の

策
定
を
行
わ
ず
、
山
辺
町

総
合
計
画
に
基
づ
く
取
り

組
み
に
よ
り
観
光
産
業
の

推
進
に
努
め
て
き
た
。

質問

現
状
の
観
光
行
政

の
問
題
点
と
課
題

は
何
な
の
か
。

答弁

他
産
業
に
比
べ
て

観
光
分
野
の
産
業

力
が
弱
く
、
豊
富
に
あ
る

観
光
資
源
を
確
立
で
き
て

い
な
い
こ
と
。
ま
た
、
主

役
の
観
光
事
業
者
が
い
な

い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
観
光

資
源
の
磨
き
上
げ
を
行
う

観
光
事
業
者
の
育
成
支
援

が
あ
げ
ら
れ
る
。

質問

「
食
」
と
「
ス
ポ
ー

ツ
」、「
健
康
」
と

「
観
光
」
の
４
つ
の
資
源

を
組
み
合
わ
せ
た
「
山
辺

版
２
S
・
２
K
滞
在
交
流

型
」
観
光
プ
ラ
ン
を
提
唱

し
た
い
。

　
「
食
」
と
は
現
在
あ
る

名
物
食
の
利
活
用
や
関
係

者
に
よ
る
新
た
な
食
の
発

掘
。

（
例
）

・
山
辺
健
康
ラ
ー
メ
ン

・
安
達
峰
一
郎
博
士
「
出

世
せ
ん
べ
い
」

　
「
健
康
」
と
は
食
と
ス

ポ
ー
ツ
の
関
わ
り
が
強

い
。

（
例
）

・
山
辺
温
泉
と
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
舞
台
に
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
す

る
　
「
観
光
」
と
は
暮
ら
し

ぶ
り
を
じ
っ
く
り
楽
し

む
こ
と
。

●
観
…
じ
っ
く
り
楽
し
む

●
光
…
暮
ら
し
ぶ
り

　

現
在
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
整
備
と
新
名
勝
地

の
整
備
。

（
例
）

・
旧
山
野
辺
陣
屋
玄
関
の

利
活
用

・
畑
谷
城
址
空
堀
の
整
備

・
安
達
峰
一
郎
博
士
幼
少

期
の
立
ち
像
の
設
置

・
玉
虫
姫
立
ち
像
の
設
置

・
水
の
駅
構
想
と
雪
椿
公

園
の
整
備

・
さ
く
ら
ん
ぼ
神
社
の
整

備
・
山
辺
真
っ
赤
な
さ
く
ら

ん
ぼ
の
唄
を
つ
く
る

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
体
験

し
て
も
ら
う
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
会
館
の
整
備

・
民
宿
・
民
泊
な
ど
の
宿

泊
施
設
の
整
備

　
　

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

専
門
家
に
依
頼
す
る
。

　
　

ま
た
、
こ
の
プ
ラ

ン
を
企
画
・
運
営
す
る

「
山
辺
版
※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の

法
人
会
社
の
設
立
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。

答弁

町
観
光
業
の
中
核

を
担
う
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設

立
に
つ
い
て
も
中
心
的
役

割
を
担
う
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
ず
は
、
観
光
地
域
と

し
て
の
魅
力
向
上
と
人
材

の
育
成
支
援
に
努
め
、
総

合
産
業
と
し
て
町
の
観
光

産
業
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

樋口　和男

　一般質問は、議員が町の行財政や将来に
対する考え方などを問い、適切な町政運営
を進めているかチェックするものです。
　山辺町議会では、年４回の定例会で議員
が一般質問をしています。

※一般質問は一問一答方式ですが、誌面の関係で主な質問と答弁を掲載しています。

樋口　和男　 観 光 振 興 　観光振興計画をいつ策定するのか

渡邉　裕二　 バス停除雪 　冬季間の交通弱者対策は

遠藤真由美　 情 報 発 信 　町内外に向けて情報発信の強化を

渡辺　知広　 農 業・ 環 境 　①小規模農家の生き残りは可能なのか

　　　　　　　　　　　　　　②除草剤グリホサートの危険性

伊藤　恭子　 環 境 問 題 　STOP 温暖化の方策は
　　　　　　　　　　　　　　2030 ～ 2050 年まで見据えて

安達　春彦　 総 合 計 画 　山辺町の 10 年後のビジョンと
　　　　　　　　　　　　　　シナリオへの取り組みは

武田啓一郎　 地 域 活 動 　ブロック協議会活動の評価と期待は『互
　ご きんじょ

近助』
のパワー育成と集約を

３月の定例議会では、７人の議員が一般質問を行いました。

町ホームページで
議会中継を
発信中!!

町政の
ここはどうする？

一般質問

傍聴しませんか　次回の定例会は	６月です。
お気軽にお越しください。電話023-667-1117（議会事務局）

観光振興計画を
� いつ策定するのか

（町長）現在の事業を深化させ2年をめどに、多くの人々が
共感できる計画策定を目指す

観光振興

斬新な発想と挑戦する気概が待たれる観光資源

※ DMO … 観光地域づくりの舵
かじ

取り役
　　　　　  を担う法人
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チラシ裏の内容が載った町報の裏表紙（右） 
せめて町のイベントチラシは全戸配布に

ここに来ればわかる「情報ボード」の設置を
（山形市総合福祉センター）

　　　冬季間の交通弱者対策は

（町長）安全運行と利便性の向上に努める

質問

町
で
運
営
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
停
留
所
。
冬
季
間

の
バ
ス
停
周
り
の
除
雪
状

況
を
運
営
管
理
者
と
し
て

把
握
し
て
い
る
か
。
把
握

し
て
い
る
と
す
れ
ば
ど
の

よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い

る
か
。

答弁

通
常
の
冬
季
間
に

お
い
て
は
バ
ス
停

付
近
の
除
雪
状
況
な
ど
の

確
認
作
業
は
実
施
し
て
い

な
い
。
豪
雪
な
ど
で
積
雪

量
が
多
い
と
き
は
、
町
職

員
が
運
行
コ
ー
ス
を
巡
回

す
る
な
ど
し
て
路
線
や
バ

ス
停
付
近
の
状
況
を
確
認

し
、
必
要
な
対
策
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
る
。

質問

今
年
は
比
較
的
に

雪
が
少
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
車
道
と
歩
道
は

除
雪
し
て
あ
る
が
、
そ
の

間
に
雪
の
壁
が
残
る
。
そ

の
中
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
停
留
所
が
埋
も
れ
て

い
る
。
バ
ス
を
利
用
す
る

人
は
、
雪
の
壁
を
回
り
込

み
車
道
側
に
立
ち
、
車
が

た
く
さ
ん
通
る
ギ
リ
ギ
リ

で
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
状

況
だ
。

　
「
や
ま
の
べ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
懇
話
会
」
で
、

冬
季
間
の
利
用
に
つ
い
て

そ
の
よ
う
な
話
は
出
て
い

な
い
の
か
。

答弁

そ
の
よ
う
な
内
容

の
発
言
は
出
て
い

な
い
。　

質問

そ
も
そ
も
バ
ス
停

周
り
の
管
理
は
ど

こ
が
行
っ
て
い
る
の
か
。

答弁

道
路
な
の
で
道
路

管
理
者
で
は
あ
る

が
、
バ
ス
停
の
利
用
に
関

し
て
は
町
民
生
活
課
の
対

応
に
な
る
と
考
え
る
。

質問

消
防
施
設
周
り
な

ど
は
地
域
の
皆
さ

ま
の
危
機
意
識
か
ら
か
消

防
団
の
方
や
地
域
の
方
々

の
協
力
で
除
雪
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。

　
『
町
で
も
巡
回
し
、
必

要
な
対
応
を
し
て
い
る
が
、

地
域
の
皆
さ
ま
や
利
用
す

渡邉　裕二

質問

町
民
が
町
中
の
情

報
を
得
る
の
は
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ

ラ
シ
な
ど
で
あ
る
が
、
最

近
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
な
ど

の
全
戸
配
布
を
制
限
し
て

い
る
。
こ
の
方
針
の
経
緯

は
。答弁

小
さ
な
節
約
と
と

も
に
事
業
効
果
が

高
ま
る
と
判
断
す
る
も
の

や
、
協
力
が
得
ら
れ
る
も

の
は
す
ぐ
に
実
行
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
チ
ラ
シ

の
全
戸
配
布
削
減
の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
業
務
委
託
し
て

い
る
広
報
紙
へ
折
り
込
む

チ
ラ
シ
数
を
恒
常
的
に
削

減
し
、
そ
の
作
業
時
間
に

相
当
す
る
委
託
料
削
減
や
、

作
業
者
の
負
担
軽
減
な
ど

が
目
的
で
あ
る
。

質問

今
後
チ
ラ
シ
の
全

戸
配
布
は
全
て
廃

止
す
る
の
か
。
ま
た
入
れ

る
と
す
れ
ば
ど
ん
な
条
件

か
。答弁

分
量
的
に
広
報
紙

へ
の
記
事
掲
載
で

は
対
応
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
、
全
て
廃
止
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
可
能
な
限

り
減
ら
し
て
い
く
。

　

折
り
込
み
可
能
と
な
る

条
件
は
、
全
戸
配
布
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
町
主

催
か
共
催
、
後
援
に
係
る

も
の
、
責
任
を
所
管
す
る

町
担
当
課
が
明
確
で
あ
る

こ
と
、
な
ど
を
ふ
ま
え
、

個
別
に
検
討
し
、
決
定
し

て
い
く
。

　

ま
た
広
報
紙
の
裏
表
紙

に
チ
ラ
シ
と
同
じ
体
裁
で
、

必
要
に
応
じ
て
カ
ラ
ー
で

の
掲
載
も
可
能
な
の
で
相

談
し
て
欲
し
い
。

質問

今
は
何
を
調
べ
る

の
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
山
辺
町

が
い
ろ
ん
な
ワ
ー
ド
に

ヒ
ッ
ト
す
る
た
め
に
は
こ

ま
め
な
発
信
、
更
新
が
必

要
で
あ
る
が
、
各
課
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
編
集
で

き
る
職
員
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。

答弁

基
本
的
に
担
当
課

の
全
職
員
が
対
応

で
き
る
よ
う
研
修
し
て
い

る
。
情
報
は
最
終
的
に
各

課
長
の
決
裁
を
も
っ
て
随

時
掲
載
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

質問

広
報
紙
以
外
に
も
、

情
報
が
分
か
る
場

所
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
は
。

例
え
ば
、
中
央
公
民
館
の

ホ
ー
ル
に
、
イ
ベ
ン
ト
や

公
民
館
活
動
の
写
真
、
役

場
か
ら
の
お
知
ら
せ
ま
で

掲
示
す
る「
情
報
ボ
ー
ド
」

の
設
置
は
ど
う
か
。

答弁

広
報
紙
に
載
ら
な

か
っ
た
情
報
な
ど

も
提
供
で
き
る
場
と
し
て
、

設
置
場
所
も
含
め
て
今
後

検
討
し
て
い
く
。

遠藤真由美

情報発信 バス停除雪　　　 町内外に向けて
情報発信の強化を 

（町長）今後も、適切なタイミングで効果的な情報発信に取り
組んでいく

る
方
も
気
づ
い
た
と
き
に

除
雪
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
』
な
ど
と
町
民
み
ん

な
に
呼
び
か
け
、
地
域
み

ん
な
で
交
通
弱
者
を
守
る

町
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
う
が
。

答弁

広
報
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。
で

き
る
限
り
利
用
者
の
声
を

お
聞
き
し
、
最
大
限
反
映

を
し
て
安
全
な
運
行
に
努

め
て
い
く
。

雪に埋もれたバス停

危険な車道でバスを待つ
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　　　小規模農家の生き残りは
　　　可能なのか

（町長）集落営農やブランド化に向け関係団体や農家の方々と話し合う

質問

国
は
大
規
模
な
農

地
の
集
積
で
現
状

を
維
持
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
。
当
町
で
も
条
件
の

い
い
農
地
で
あ
れ
ば
実
現

可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
中

山
間
地
な
ど
集
積
条
件
の

整
わ
な
い
農
地
と
こ
れ
を

耕
作
す
る
小
規
模
農
家
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答弁

農
業
集
落
を
一
つ

の
単
位
と
み
な

し
、
機
械
、
設
備
、
農
地

を
共
同
利
用
し
な
が
ら
経

営
す
る
集
落
営
農
や
高
付

加
価
値
や
商
品
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
で
安
定
経
営
に

繋
が
る
よ
う
関
係
団
体
と

話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
。

質問

集
落
営
農
と
は
売

り
先
が
自
由
に
で

き
る
か
国
が
買
う
か
の
違

い
で
、
旧
ソ
連
が
や
っ
た

ソ
フ
ホ
ー
ズ
そ
の
も
の
で

あ
る
。
当
時
は
食
糧
危
機

が
問
題
だ
っ
た
が
、
今
は

農
地
の
危
機
。
過
去
に
学

ぶ
事
も
必
要
で
中
山
間
地

を
維
持
し
よ
う
と
考
え
る

な
ら
ば
行
政
が
指
針
を
示

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。答弁

も
ち
ろ
ん
中
山
間

地
は
維
持
し
て
い

く
し
、
そ
れ
が
可
能
だ
と

考
え
て
い
る
。

除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト

の
危
険
性

質問

耕
作
放
棄
地
や
町

道
、
学
校
校
庭
、

公
園
管
理
な
ど
で
使
わ
れ

て
い
る
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
主

成
分
の
安
全
性
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

の
か
。

答弁

２
０
１
５
年
に
国

際
が
ん
研
究
機
関

で
は
「
人
に
対
し
て
恐
ら

く
発
が
ん
性
が
あ
る
」
と

し
て
い
る
が
、
２
０
１
６

年
の
国
連
食
糧
農
業
機
関

と
世
界
保
健
機
関
の
合
同

会
議
で
は
「
発
が
ん
性
を

有
す
る
可
能
性
は
低
い
」

と
し
て
い
る
。
日
本
の
内

閣
府
の
食
品
安
全
委
員
会

で
も
「
発
が
ん
性
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
」
と
結
論

づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、

一
方
で
問
題
視
さ
れ
て
い

る
以
上
、
使
用
に
関
し
て

は
健
康
被
害
が
で
な
い
よ

う
遵
守
事
項
を
徹
底
す
る
。

質問

ア
メ
リ
カ
の
モ
ン

サ
ン
ト
社
が
作
っ

た
世
紀
の
大
発
明
。
し
か

渡辺　知広

質問

地
域
温
暖
化
対
策

協
議
会
な
ど
と
連

携
し
た
、
地
域
に
お
け
る
、

防
止
活
動
の
促
進
は
。

答弁

県
民
運
動
の
重
点

的
な
テ
ー
マ
で
あ

る
。

　

夏
、
冬
の
省
エ
ネ
対
策

や
ご
み
の
分
別
の
徹
底
な

ど
に
よ
る
廃
棄
物
、
排
出

量
の
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

質問

一
事
業
と
し
て
事

務
事
業
全
般
で
率

先
し
た
取
り
組
み
の
実
施

は
。答弁

会
議
な
ど
に
お
い

て
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
よ
る
用
紙
使
用
量

の
削
減
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

推
進
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

質問

教
育
委
員
会
と
連

携
し
た
子
ど
も
た

ち
へ
の
意
識
の
醸
成
は
。

答弁

協
働
し
て
課
題
を

解
決
し
て
い
く
こ

と
や
、
情
報
を
見
極
め
、

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

み
生
き
る
力
を
育
ん
で
い

く
た
め
に
、
全
力
で
支
援

を
し
て
い
る
。

質問

子
ど
も
た
ち
の
環

境
へ
の
取
り
組
み

は
。答弁

小
・
中
学
校
の
授

業
に
お
い
て
上
下

水
道
、
電
気
、
ご
み
処
理
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
再
利
用
や
調

査
活
動
を
行
い
、
解
決
方

法
を
検
討
し
た
り
、
空
気
、

水
、
生
物
関
連
の
中
で
、

人
間
が
環
境
に
影
響
を
与

え
て
い
る
例
や
守
る
取
り

組
み
を
調
べ
た
り
し
て
い

る
。質問

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス

（
消
費
者
の
賢
い

選
択
）
で
未
来
へ
と
つ
な

ぐ
、
ご
み
の
減
量
と
対
策

の
進
捗
状
況
は
。

答弁

温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
削
減

し
、
省
エ
ネ
、
低
炭
素
型

の
「
製
品
」「
サ
ー
ビ
ス
」

「
行
動
」
を
選
択
す
る
運

動
と
し
て
展
開
し
、
人
に

や
さ
し
い
環
境
型
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
ご
み
処

理
基
本
計
画
を
策
定
し
取

り
組
ん
で
い
る
。

質問

４
つ
の
Ｒ
の
現
状

や
今
後
の
取
り
組

み
状
況
は
。

答弁

リ
デ
ュ
ー
ス
（
減

ら
す
）
リ
ユ
ー
ス

（
再
生
）
リ
サ
イ
ク
ル
（
再

利
用
）
リ
フ
ュ
ー
ズ
（
断

る
）
を
継
続
し
、
啓
発
活

動
で
分
別
回
収
し
て
「
分

け
れ
ば
資
源
・
ま
ぜ
れ
ば

ご
み
」
を
理
解
の
も
と
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

伊藤　恭子

農業・環境　　　 STOP温暖化の方策は
　　　 2030～2050年まで見据えて

（町長）今後も省エネルギー対策を推進し、 
クールビズ、ウオームビズなどを継続していく

し
、
元
を
た
だ
せ
ば
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
枯
れ
葉
剤
だ
。

Ｅ
Ｕ
諸
国
や
南
米
で
は
使

用
禁
止
や
数
年
後
を
め
ど

に
使
用
禁
止
を
法
制
化
し

て
い
る
。
世
界
中
の
研
究

機
関
が
結
論
づ
け
な
い
中

で
も
怪
し
い
も
の
は
使
わ

な
い
。
こ
れ
が
国
民
の
安

全
を
守
る
姿
勢
だ
と
思
う

が
、
町
で
は
今
後
も
継
続

し
て
使
う
の
か
。

答弁

子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
最
優
先
し
、

学
校
や
公
園
に
関
し
て
は

代
替
薬
の
使
用
を
含
め
検

討
す
る
。

特許、期限切れ 100 円台から購入できる

この風景も放棄すれば５年で原野に

冬の省エネ　県民運動

児童・生徒が環境について学んでいる教科書

環境問題
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　　　山辺町の 10 年後のビジョンと
　　　シナリオへの取り組みは

（町長）基本理念のもと事業を推進し、その見詰め直しと改善を
　　　  図っていきたい。

質問

平
成
19
年
に
第
4

次
山
辺
町
総
合
計

画
が
策
定
さ
れ
、
現
在
は

新
た
な
10
年
を
描
い
た
第

5
次
総
合
計
画
が
運
用
さ

れ
て
い
る
が
、
第
4
次
総

合
計
画
の
事
業
の
ど
の
よ

う
な
振
り
返
り
を
行
っ
た

の
か
。

答弁

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

１
４
８
０
人
分
と

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析

し
、
事
業
の
達
成
度
な
ど

を
ま
と
め
提
出
し
た
。
ま

と
め
た
中
に
は
、
イ
ン
タ 

ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
通
信
環

境
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
体
制
な
ど
が
あ

る
。
そ
の
評
価
の
上
で
の

振
興
審
議
会
に
よ
る
議
論

を
行
っ
た
。
そ
の
他
、
進

行
管
理
3
カ
年
実
施
計
画

に
お
い
て
定
期
的
な
事
業

見
直
し
を
行
い
、
振
り
返

り
を
行
っ
て
き
た
。

質問

こ
れ
か
ら
の
10
年

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

注
力
す
る
課
題
を
「
住
環

境
整
備
」
の
観
点
か
ら
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答弁

計
画
着
工
と
な
っ

て
い
た
現
緑
ケ
丘

地
区
は
、
新
た
な
定
住
人

口
増
加
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
一
方
で
、
将
来
の
土

地
利
用
の
検
討
を
進
め
た

が
、
法
律
に
基
づ
く
規
制

の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が

難
し
い
た
め
、
そ
の
確
立

に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

現
総
合
計
画
で
は
、
空
き

家
や
空
き
店
舗
の
活
用
、

民
間
業
者
に
よ
る
住
宅
開

発
の
施
し
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

質問

町
の
財
政
収
入
の

改
善
の
観
点
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。答弁

町
税
収
入
が
９
年

で
約
１
２
５
０
万

円
減
少
し
、
地
方
交
付
税

等
の
依
存
財
源
が
66
・
９ 

％
と
そ
の
割
合
が
大
き
く

占
め
る
状
況
に
あ
る
。
社

会
保
障
費
が
今
後
右
肩
上

が
り
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

質問

税
金
を
納
め
て
い

る
た
め
、
町
民
に

相
応
の
サ
ー
ビ
ス
を
返
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
。
し

か
し
財
源
に
限
り
が
あ
る

以
上
、
や
る
こ
と
、
や
ら

な
い
こ
と
も
決
断
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
方
針

で
い
る
の
か
。

答弁

住
民
の
幸
せ
を
確

保
す
る
た
め
に
財

源
確
保
、
同
時
に
基
金
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
は
、
山
形
連
携
中
枢
都

市
圏
構
想
や
山
形
広
域
環

境
事
務
組
合
な
ど
と
の
連

携
強
化
で
広
域
的
な
行
政

安達　春彦

総合計画

運
営
を
推
進
し
、
ま
た
財

源
確
保
に
向
け
て
必
要
な

見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

質問

山
辺
町
の
魅
力
発

信
・
獲
得
の
観
点

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答弁

「
舞
米
豚
」や「
ニ
ッ 

ト
製
品
」
な
ど
の

地
場
商
品
、
産
業
を
通
じ

た
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
実

施
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
４

次
総
合
計
画
で
の
取
り
組

み
の
有
効
性
を
鑑
み
、
今

後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
発
信
媒
体
を
活
用
し
、

官
民
共
同
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

行動＆改善の繰り返しで
着実に 10 年後の良い未来へ

みんながつながる協働のまちを！

ブロック協議会と連動した防災活動の広がりが望
まれつつある（大寺地区防災訓練）

地域の人たちが集うイベント　互近助パ
ワーを育んでいく（大寺さくらまつり）

質問

こ
れ
ま
で
の
ブ
ロ 

ッ
ク
協
議
会
の
事

業
活
動
か
ら
、
事
業
評
価

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
成

果
と
問
題
点
、
今
後
の
課

題
や
取
り
組
み
の
方
向
性

が
見
え
て
き
て
い
る
の
か
。

答弁

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
育
ま
れ

た
、
町
民
と
行
政
に
よ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基

づ
く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
大
き
な
柱
と
し
て
推
進

し
、
平
成
27
年
度
に
は
、

全
10
の
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

が
組
織
さ
れ
、
地
区
公
民

館
な
ど
を
核
と
し
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
る
。

　

事
業
補
助
金
な
ど
を
活

用
し
、
交
流
会
や
ク
リ
ー

ン
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
の
く
く
り
を
ブ
ロ
ッ

ク
エ
リ
ア
と
と
ら
え
、
防

災
活
動
な
ど
の
取
り
組
み

も
、
す
で
に
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
地
域

か
ら
の
町
に
対
す
る
意
見

や
要
望
な
ど
も
、
ブ
ロ
ッ

ク
エ
リ
ア
で
取
り
ま
と
め

を
行
う
よ
う
お
願
い
し
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ

役
割
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
従
来
の
地
域

自
治
的
な
活
動
の
枠
を
超

え
、
住
民
が
主
体
的
に
地

域
課
題
や
問
題
解
決
に
取

り
組
み
、
地
域
の
特
色
や

個
性
を
活
か
し
た
交
流
活

動
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

事
業
補
助
金
の
趣
旨
に

沿
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
中
に
は

参
加
者
が
少
な
く
、
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
の
目
指
す

理
念
が
浸
透
し
て
い
な
い

な
ど
と
い
っ
た
課
題
も
あ

る
よ
う
だ
。

　

平
成
31
年
度
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
と
地
区
が

さ
ら
に
密
接
に
関
れ
る
よ

う
、
地
区
活
動
費
用
を
対

象
事
業
内
容
に
含
め
る
な

ど
内
容
を
一
部
修
正
す
る

予
定
だ
。

　

高
齢
化
世
帯
が
増
加
し
、

新
た
な
形
で
の
支
え
合
い
、

助
け
合
い
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
弾
力
的
な
運
用
が

で
き
る
補
助
金
と
な
る
よ

う
、さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

質問

ス
ー
パ
ー
ウ
ル
ト

ラ
高
齢
化
社
会
に

突
入
し
て
い
る
。
先
行
き

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
の

は
、
究
極
的
に
は
『
互
近

助
』
お
互
い
に
近
い
と
こ

ろ
で
助
け
合
う
確
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
だ
と
考
え
る
。

大
規
模
災
害
非
常
時
活
動

に
つ
な
が
り
ゆ
く
、
互
近

助
パ
ワ
ー
な
ど
を
推
奨
支

援
し
て
く
シ
ス
テ
ム
を
考

案
展
開
し
て
い
け
れ
ば
、

新
た
な
住
民
の
動
き
が
期

待
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答弁

向
こ
う
三
軒
両
隣

で
助
け
合
う
「
互

近
助
」
と
い
う
安
全
の
仕

組
み
を
作
る
こ
と
は
、
非

常
に
重
要
な
こ
と
。

　

特
に
防
災
活
動
で
は
、

顔
の
見
え
る
近
く
に
い
る

人
が
、
近
く
の
人
を
助
け

る
「
近
助
」
に
つ
な
が
る
。

　

万
が
一
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
地
域
の
元
気
な

高
齢
者
の
方
々
に
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
活
躍
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
相
互

扶
助
の
一
翼
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

今
後
は
、
大
規
模
災
害

時
の
課
題
と
し
て
認
識
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
と
自
主

防
災
組
織
が
連
動
し
た
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、

自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

を
通
し
て
提
案
し
て
い
く
。

武田啓一郎

　　　 ブロック協議会活動の評価と期待は
　　　 『互

ご

近
き ん

助
じ ょ

』のパワー育成と集約を 
（町長）「互近助」という安全の仕組みを作ることは非常に重要

地域活動
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新しい町への挑戦

イベ トン 報情
イベント 場　所 期　日 内　容 問合せ

山
形
市

日本一さくらんぼ
祭り ～すこだま
つながる山形～

文翔館前、七日
町大通り

６月22日
（土）

～23日（日）

ダンスやお神輿、さくらんぼマルシェ
など、最盛期の「さくらんぼ」にちな
んだ祭りです

日本一さくらんぼ祭り
実行委員会
TEL. 023-630-2373

上
山
市

やまがたワイン
バル2019inかみ
のやま温泉

上山城周辺 ６月８日
（土）

県内外のワイナリーが一堂に会する大イ
ベント。心地よい香りと豊かな味わいが自
慢の“かみのやまワイン”やワインに合
う様々なフードをお楽しみいただけます

上山市観光物産協会
TEL. 023-672-0839

中
山
町

第29回全国かぶ
と虫相撲大会 中山町総合体育館 ７月15日

（月・祝日）
相撲大会、木のぼりレース、スタンプ
ラリー、ゆるキャラ®大集合、出店など

中山町観光協会
TEL. 023-662-5777

半
郷
清
掃
工
場
は
解
体
・

撤
去
へ�

広
域
環
境
事
務
組
合

　

議
会
定
例
会
が
２
月
12
日
開
催
さ
れ
、

30
年
度
補
正
予
算
、
31
年
度
予
算
、
ま
た
、

山
形
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に

係
る
経
費
分
担
と
、
半
郷
清
掃
工
場
の
解

体
・
撤
去
に
要
す
る
経
費
の
分
担
に
つ
い

て
審
議
し
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

半
郷
清
掃
工
場
は
31
年
度
か
ら
解
体
・

撤
去
を
行
い
ま
す
が
、
土
壌
調
査
は
山
形

市
が
負
担
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
山
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
工
場
爆

発
に
関
す
る
住
民
の
不
安
に
対
し
て
は
、

同
じ
ガ
ス
化
溶
融
炉
で
あ
る
が
、
可
燃
性

ガ
ス
を
貯
蔵
し
な
い
工
程
な
の
で
安
全
で

あ
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

今年度中に解体される半郷清掃工場

自
治
功
労
者
４
名
表
彰

・
斉
藤
　
昭
彦 

議
員

・
樋
口
　
和
男 

議
員

・
本
田
四
志
子 

議
員

・
渡
辺
　
知
広 

議
員

（
写
真
右
よ
り
）

　

４
名
の
方
々
が
永
年
の
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
を
た
た
え
、
山
形
県
町
村
議
会

議
長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

まちづ
くりについ

て議員と話してみませんか。

おじゃまします！ 出前議会

　いろんなアイデアやご意見、お聞かせください。地域の集まり・子ども会
育成会・会社・グループなどの少ない人数でもご指定いただいた会場にこち
らから伺います。ぜひお申し込みください。

議会事務局　☎023-667-1117

希望日は
ご相談ください

★お近くの議員まで
　お気軽にお話しください

お問い合わせ
お 申 し 込 み

東京での災害研修（平成 31年２月）

災
害
時
に
お
け
る
議
員
の
役
割

と
は�

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

大
規
模
災
害
が
起
き
た
時
、
議
員
は
ど
う
動
け

ば
良
い
の
か
。
行
動
指
針
を
策
定
す
る
必
要
性
が

あ
る
と
し
て
、
３
月
７
日
委
員
会
を
開
催
し
、
東

京
で
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
武
田
委
員
長
、
渡

邉
裕
二
副
委
員
長
よ
り
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
災
害
は
起
き
る
前
か
ら
想
定
す
る
。
ま
ず
自

助
が
大
切
。
そ
の
次
に
家
族
。
自
分
が
無
事
で
な

け
れ
ば
隣
人
を
助
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
上
で
議
員

は
地
域
で
の
支
援
活
動
を
す
る
が
、
個
別
の
要
請

は
避
け
地
域
の
情
報
を
議
会
に
集
約
。
地
域
と
議

会
・
役
場
と
の
橋
渡
し
を
す
る
。」
な
ど
の
内
容

を
聞
き
、
今
後
山
辺
町
議
会
と
し
て
、
大
規
模
災

害
の
行
動
指
針
策
定
や
対
策
会
議
の
設
置
要
綱
策

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
体
の

育
成
・
支
援�

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

　

１
月
17
日
に
役
場
で
農
業
委
員
と
厚
生
産
業
常
任

委
員
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

昨
今
の
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
と
大
規
模
化
の
課
題
、
後
継
者
・
担

い
手
不
足
、
農
畜
産
物
の
価
格
の
低
迷
、
異
常
気
象
、

有
害
鳥
獣
被
害
を
は
じ
め
、
放
任
園
地
・
不
耕
作
地

の
拡
大
と
食
料
自
給
率
の
低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ら
課
題
解
決
の
た
め
、

町
に
対
し
要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
の
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
厚
生
産
業
常
任
委
員
会
と
し
て
も

町
の
農
業
の
現
状
を
認
識
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
農

業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
農
用
地
の
維
持
・
保
全
、

小
・
中
規
模
農
家
の
離
農
の
歯
止
め
策
、
意
欲
あ

る
経
営
体
へ

の
利
用
集
積

と
団
地
化
の

推
進
、
農
道

の
施
設
整
備

や
加
工
施
設

の
設
置
な
ど
、

町
に
即
し
た

農
業
振
興
に

向
け
活
発
な

意
見
の
交
換

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

農業委員との意見交換会の様子

2019vol.10417 やまのべ議会だより 2019vol.104 16やまのべ議会だより
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